
平
成
二
十
二
年
経
済
産
業
省
令
第
三
十
八
号

ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の
規

制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の
規
制
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第

五
条
第
二
項
、
第
八
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第
二
項
、
第

十
四
条
並
び
に
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
ク
ラ
ス
タ
ー

弾
等
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
所
持
の
許
可
の
申
請
）

第
一
条
　
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の

規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
許
可
の
申

請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
所
持
許

可
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
（
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
法
人
及
び
そ
の
法
人
の
業
務
を
行
う
役

員
）
が
法
第
六
条
各
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明

し
た
書
面

二
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

法
人
の
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

（
法
第
六
条
第
四
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
者
）

第
一
条
の
二
　
法
第
六
条
第
四
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
ク
ラ
ス
タ
ー

弾
等
の
所
持
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認

知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
者
と
す
る
。

（
変
更
の
許
可
の
申
請
）

第
二
条
　
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
に
よ
る
変
更
許

可
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
変
更
の
届
出
）

第
三
条
　
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
よ

う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
に
よ
る
変
更
届
出
書
を
経

済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
棄
等
の
届
出
）

第
四
条
　
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
に
よ
る
廃
棄
等
届
出
書

を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
承
継
の
届
出
）

第
五
条
　
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
に
よ
る
許
可
所
持
者
地

位
承
継
届
出
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
所
持
者

の
地
位
を
承
継
し
た
相
続
人
で
あ
っ
て
、
二
人
以
上

の
相
続
人
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
も
の

に
あ
っ
て
は
、
様
式
第
六
に
よ
る
許
可
所
持
者
相
続

同
意
証
明
書
及
び
戸
籍
の
謄
本
又
は
全
部
事
項
証

明
書

二
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
所
持
者

の
地
位
を
承
継
し
た
相
続
人
で
あ
っ
て
、
前
号
の
相

続
人
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
様
式
第
七
に
よ
る

許
可
所
持
者
相
続
証
明
書
及
び
戸
籍
の
謄
本
又
は
全

部
事
項
証
明
書

三
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
合
併
に
よ
っ

て
許
可
所
持
者
の
地
位
を
承
継
し
た
法
人
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
法
人
の
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

（
所
持
の
届
出
）

第
六
条
　
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
様
式
第
八
に
よ
る
届
出
書
を
経
済
産
業
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
の
記
載
事
項
）

第
七
条
　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
（
法
第
二
条
第
一
項
の
ク
ラ
ス

タ
ー
弾
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
型
式
及
び
数

量
二
　
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
の
数
量
が
増
減
し
た
場
合
の
理

由
及
び
年
月
日
並
び
に
増
減
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等

の
型
式
及
び
数
量

２
　
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
前
項
に
規
定
す

る
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
の
保
存
期
間
は
、
許
可
に
係

る
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
を
所
持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か

ら
当
該
許
可
に
係
る
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
の
全
部
を
所
持

し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過

す
る
日
ま
で
の
間
と
す
る
。

（
報
告
）

第
八
条
　
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
所
持
者
は
、
前

条
の
記
載
事
項
を
毎
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
集
計
し
、
法
第
十
六
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
期
間
の
経
過
後
五
十
日
以

内
に
経
済
産
業
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
立
入
検
査
の
証
明
書
）

第
九
条
　
経
済
産
業
大
臣
が
そ
の
職
員
に
携
帯
さ
せ
る
法

第
十
七
条
第
二
項
の
証
明
書
は
、
様
式
第
九
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
七
月
一
日
経
済
産
業
省
令

第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
一
一
日
経
済
産
業
省

令
第
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に

係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
九
月
十
四

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
経
済
産
業

省
令
第
九
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と

い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
（
第
九
十
二

条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令

様
式
第
十
三
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
（
第
九
十
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置

に
関
す
る
省
令
様
式
第
十
三
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

様
式
第
１
（
第
１
条
関
係
）

（
略
）

様
式
第
２
（
第
２
条
関
係
）

（
略
）

様
式
第
３
（
第
３
条
関
係
）

（
略
）

様
式
第
４
（
第
４
条
関
係
）

（
略
）

様
式
第
５
（
第
５
条
関
係
）

（
略
）

様
式
第
６
（
第
５
条
関
係
）

（
略
）

様
式
第
７
（
第
５
条
関
係
）

（
略
）

様
式
第
８
（
第
６
条
関
係
）

（
略
）

様
式
第
９
（
第
９
条
関
係
）

様式第９ 
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